
雉鍋
きじなべ

紀和町を訪れたら必ず一度は
食べてみてほしい「雉鍋」。一
番だしと昆布を入れた鍋に、自
然に近い状態で育てた雉の肉の
ほか、長ネギ、白菜、エノキ、
シメジ、シイタケ、カマボコ、
豆腐、春菊などを入れて食べま
す。紀州の名産・めはりずしと
一緒に食べると、一層おいしく
いただけます。また、みそ仕立
てもお試しください。
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新
た
に
「
入
鹿

い

る

か

温
泉
」
と
命
名
し
ま
し

た
。
サ
ウ
ナ
・
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
付
き
大
浴

場
の
ほ
か
、
露
天
風
呂
（
や
す
ら
ぎ
の

湯
）
や
プ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。
紀
伊
半
島

随
一
の
渓
谷
美
を
誇
る
瀞ど

ろ

峡
ま
で
は
、
こ

こ
か
ら
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
船
で
20
分

ほ
ど
で
す
。

雄
大
な
自
然
と
語
ら
う

湯
ノ
口
温
泉
か
ら
車
を
30
分
ほ
ど
走
ら

せ
る
と
、布
引

ぬ
の
び
き

の
滝
や
松
山
滝
、名
前
の
通

り
荒
々
し
く
流
れ
落
ち
る
荒
滝
が
あ
り
ま

す
。
付
近
一
帯
は
開
発
の
手
を
入
れ
ず

「
き
ら
ず
の
森
」
と
定
め
て
い
ま
す
。森
の

恵
み
に
触
れ
に
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

紀
和
町
企
画
観
光
課

石
垣

ゆ
か
り

三
重
県
南
西
部
の
県
境
に
位
置
す
る
紀

和
町
は
、
高
齢
化
率
が
高
く
全
国
１
、
２

位
を
争
う
ほ
ど
で
す
。
鉱
山
で
栄
え
た
町

は
昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
の
閉
山
と
と

も
に
過
疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
元
気

な
高
齢
者
や
地
域
の
方
が
豊
か
な
自
然
を

求
め
て
訪
れ
る
人
々
を
温
か
く
迎
え
て
く

れ
ま
す
。

鉱
山
の
町
か
ら
温
泉
の
町
へ

鉱
山
の
閉
山
後
、
町
で
は
地
下
１
３
０

０
メ
ー
ト
ル
か
ら
わ
き
出
た
湯
を
利
用
し

て
「
湯
ノ
口
温
泉
」
を
開
業
し
ま
し
た
。

湯
温
は
46
度
で
、
リ
ュ
ー
マ
チ
や
婦
人
病

に
効
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
露
天
風
呂

ぶ

ろ

や

バ
ン
ガ
ロ
ー
、
コ
テ
ー
ジ
も
あ
り
、
家
族

で
訪
れ
る
人
も
多
い
で
す
。
環
境
省
指
定

の
国
民
保
養
温
泉
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

湯
ノ
口
温
泉
か
ら
車
で
約
10
分
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
は
ホ
テ
ル
瀞
流

せ
い
り
ゅ
う

荘
が
あ
り
ま
す
。

湯
ノ
口
温
泉
を
引
き
湯
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
９
年
に
専
用
の
源
泉
を
掘
り
当
て
、

滝
の
水
し
ぶ
き
と
温
泉
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

る さ と 自 慢ふ

●問い合わせ先 105979（7）1114 ●ホームページアドレス http://www.town.kiwa.mie. jp/
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●布引の滝
静かに流れ落ち、大

きな布地を垂らしたよ
うな様子から名付けら
れました。４段からな
る総落差５３ｍの滝で、
日本の滝百選に選ばれ
ています。
（役場から車で約３０分）

町町
和和
紀紀

●紀和町鉱山資料館
採掘現場の再現、地底深く降
りる疑似体験ができるエレベータ
ーなど、鉱山について学べるユニ
ークな資料館。有料。月曜日
（祝休日の場合はその翌日）休館。
（国道４２号から熊野市で国道３
１１号に入り車で約２０分）

●やすらぎの湯
瀞流荘の別館にある露
天風呂。満天の星の下、
北山川のせせらぎを聞き
ながら湯につかると、心
身ともにリフレッシュで
きます。（国道４２号から
熊野市で国道３１１号に入
り車で約２５分）

●丸山千枚田
減反施策や担い手不足により、一
時は５５０枚まで減少しましたが、
町と地元の保存会によって１３４０
枚まで復田しました。四季折々の美
しい姿で心を和ませてくれます。
（国道４２号から熊野市で国道３１１
号に入り車で約３０分）

http://www.town.kiwa.mie.jp/

